
'Intimacy' in the Social Theory of Anthony
Giddens : Autonomy and Intimate
Communication

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2018-04-11

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 藤本, 穣彦

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00024940URL



ア
ン
ソ
ニ
ー

・
ギ
デ
ン
ズ
の
親
密
性
論

「自
律
」
を
支
え
る
親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

一
、
は
じ
め
に

本
稿
は
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ギ
デ
ン
ズ
の
親
密
性
論
を
読
む
試
み
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
と
す
る
の
は
、　
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
続
け
て
発

表
さ
れ
た

『近
代
と
は
い
か
な
る
時
代
か
』
２

九
九
〇
）、
『
モ
ダ
ニ
テ
イ
と
自
己
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
』
盆

九
九

一
）、
『親
密
性
の
変
容
』

（
一
九
九
二
）
の
三
冊
で
あ
る
。

友
枝
敏
雄
に
よ
れ
ば
、
多
岐
に
わ
た
る
ギ
デ
ン
ズ
の
社
会
理
論
は
以
下
の
三
点
に
整
理
さ
れ
る
と
い
う
。
第

一
に
構
造
化
理
論
の
展
開
、

第
二
に
モ
ダ
ニ
テ
イ
論
、
そ
し
て
、
第
二
に
親
密
性
論
で
あ
る
。
『先
進
社
会
の
階
級
構
造
』
２

九
七
三
）
か
ら
『社
会
の
構
成
』
２

九
八
四
）

に
い
た
る
な
か
で
展
開
さ
れ
た
構
造
化
理
論
や
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
続
け
て
出
版
さ
れ
た
『近
代
と
は
い
か
な
る
時
代
か
』
貧

九
九
〇
）

か
ら
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ベ
ッ
ク
、
ス
コ
ッ
ト
・
ラ
ッ
シ
ュ
と
の
共
著
で
あ
る

『再
帰
的
近
代
化
』
盆

九
九
四
）
に
至
る
な
か
で
論
じ
ら
れ
た

「再
帰
性

（器
い
ｏｘ
いく
一”じ
」
を
鍵
概
念
と
し
た
モ
ダ
ニ
テ
イ
論
は
、
社
会
諸
科
学
を
大
い
に
刺
激
し
て
き
た
。
他
方
で
、
親
密
性
論
に
つ

い
て
の
研
究
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ギ
デ
ン
ズ
の
親
密
性
論
が
、
な
ぜ
さ
ほ
ど
注
目
を
集
め
な
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
確
固
と
し
た
こ
と
が
言
え
な
い
。
ひ
と
つ
想
像
さ
れ

五
三



五
四

る
理
由
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
親
密
性
／
親
密
圏
は
、
公
共
性
／
公
共
圏
に
対
置
す
る
か
た
ち
で
理
論
化
さ

れ
て
き
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
マ
ス
が

『公
共
性
の
構
造
転
換
』
盆

九
六
二
）
の
な
か
で
描
い
た

「小
家
族
的
親
密

さ
の
圏
」
が
親
密
圏
の
基
本
型
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
愛
を
メ
デ
ィ
ア
と
す
る
小
家
族
の
共
同
体
と
し
て
、
親
密
圏
が
定
義
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
ハ
ー
バ
マ
ス
以
降
の
公
共
性
／
公
共
圏
に
関
す
る
研
究
動
向
を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
時
安
邦
治
は
、
「皮
肉
な
こ
と
に
、
公

共
圏
へ
の
理
論
的
関
心
か
ら
公
共
圏
の
成
立
や
変
容
に
つ
い
て
精
緻
な
歴
史
的
研
究
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
そ
の
問
題
設
定
か
ら
親
密
圏

の
問
題
は
こ
ば
れ
落
ち
て
い
く
よ
う
で
あ
る
」、
と
指
摘
し
て
い
る
。

親
密
性
／
親
密
圏
の
理
論
的
問
い
直
し
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
端
緒
を
開
い
た
の
は
、
斉
藤
純

一
で
あ
る
。
斉
藤
は
、
ハ
ー
バ
マ
ス
を

批
判
し
つ
つ
、
以
下
の
よ
う
に
親
密
圏
を
再
構
想
す
る
。
「公
共
圏
が
人
び
と
の

〈間
〉
に
あ
る
共
通
の
課
題
へ
の
関
心
に
よ
っ
て
成
立
す

る
の
に
対
し
て
、
親
密
圏
は
具
体
的
な
他
者
の
生
／
生
命
へ
の
配
慮

・
関
心
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
」、
と
。
つ
づ
け
て
、
「具
体
的
な
他

者
の
生
／
生
命
へ
の
配
慮
は
、
必
ず
し
も
性
や
血
縁
の
結
び
つ
き
に
よ
ら
な
い
配
慮
や
ケ
ア
の
関
係
性
を
入
び
と
の
間
に
つ
く
り
だ
し
て

い
る
」
と
し
て
、
斉
藤
は
、
親
密
圏
を

「家
族
と
い
う
支
配
的
な
メ
タ
フ
ァ
ー
か
ら
距
離
を
取
」
っ
て
設
定
す
る
。
親
密
圏
を
、
愛
を
メ

デ
ィ
ア
と
す
る
小
家
族
の
共
同
体
に
限
定
し
な
い
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ

。
ホ
ー
ム
や
自
助
集
団
等
、
血
縁
や
愛
情
、
性
愛
の
結
び
つ
き
に

よ
ら
な
い
ケ
ア
や
配
慮
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
を
、
丁
寧
に
み
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

一
方
、
ギ
デ
ン
ズ
は
、
モ
ダ
ニ
テ
イ
に
お
け
る

「親
密
性

（一”
〔【８
８
じ
」
の
発
現
を
、
公
共
圏
／
親
密
圏
の
議
論
と
は
別
の
コ
ン
テ
ク

ス
ト
に
み
て
い
る
。
モ
ダ
ニ
テ
イ
の
影
響
力
は
、
外
的
な
範
囲
と
し
て
は
、
国
家

（国
民
社
会
）
レ
ベ
ル
を
越
え
、
（資
源
や
生
態
系
サ
ー

ビ
ス
を
含
む
）
地
球
規
模
に
達
し
て
お
り
、
内
的
に
は
、
家
族
や
人
々
の
親
密
な
関
係
に
ま
で
入
り
こ
ん
で
き
て
い
る
、
と
ギ
デ
ン
ズ
は

い
う
。
モ
ダ
ニ
テ
イ
原
理
の
外
的
な
拡
張
性
と
内
向
性
の
両
極
間
の
相
互
結
合
が
強
く
な
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
徹
底
化
し
た
現
代
社
会

を
、
ギ
デ
ン
ズ
は
、
「高
度
近
代

（，
い”

，
日
ｏ
８
８
一ｑ
と

ぁ
る
い
は

「後
期
近
代

（【”お
ヨ
ｏ
浄
口
一〇
と

と
ょ
ぶ
。
高
度
あ
る
い
は
後
期



近
代
で
は
、
す
べ
て
の
先
行
す
る
社
会
秩
序
の
形
態
と
異
な
る
現
象
が
観
察
さ
れ
る
。

ギ
デ
ン
ズ
は
、
「親
密
性
」
を
、
モ
ダ
ニ
テ
イ
の
高
度
化
に
よ
り
生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
変
容
の
一
方
の
極
と
捉
え
、
個
人
生
活
に
お

け
る
親
密
な
側
面
の
変
化
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
的
結
合
の
変
容
を
説
明
し
よ
う
と
試
み
る
。
ギ
デ
ン
ズ
の
親
密
性
論
に
は
、
関
係

性
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
持
ち
込
み
、
個
人
生
活
の
民
主
化

（多
の
α
の３
８
【”［ゞ

”
”
Ｒ
も
の【∽ｏ
ｏ
Ｌ
薫
ｅ

か
ら
、
現
代
社
会
に
お
け
る
社
会

的
結
合
を
民
主
化
す
る
戦
略
が
読
み
取
れ
る
。
「親
密
性
」
の
ポ
テ
ン
シ
ヤ
ル
を
問
う
意
義
が
、
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
思
う
。

た
だ
し
、
こ
の
企
て
は
簡
単
に
達
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ギ
デ
ン
ズ
は
、
現
代
社
会
に
お
け
る
自
己
形
成
の
困
難
に
つ
い
て
、
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「私
が
高
度
あ
る
い
は
後
期
近
代
と
よ
ぶ
世
界
―
―
す
な
わ
ち
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
世
界
―
―
に
お
い
て
、

自
己
は
再
帰
的
に
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
己
が
存
在
す
る
広
範
に
わ
た
る
制
度
的
文
脈
と
同
様
に
。
そ
の
う
え
、
自
己
形
成

の
課
題
は
、
機
会
と
選
択
肢
の
多
様
性
に
頭
を
悩
ま
せ
る
な
か
で
達
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
と
。

モ
ダ
ニ
テ
イ
の
世
界
に
生
き
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
実
感
の
う
え
に
成
り
た
っ
て
い
る
の
か
。
ギ
デ
ン
ズ
の
見
立
て
を
確
認
し
て
お

こ
う
。
ギ
デ
ン
ズ
は
、
モ
ダ
ニ
テ
イ
の
社
会
学
は
、
二
つ
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。　
一
つ
は
、
マ
ッ
ク
ス
・

ウ
ェ
ー
バ
ー
に
よ
る
官
僚
的
合
理
性
に
拘
束
さ
れ
て
い
く
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
モ
ダ

ニ
テ
イ
と
い
う
怪
物
を
飼
い
な
ら
し
、
統
制
し
て
い
く

（８
●
［【ｏ
じ

イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
ギ
デ
ン
ズ
は
、
こ
れ
ら
と
は
別
の
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
、
「ジ
ャ
ガ
ナ
ー
ト

（」．∝
器
の３
〓
計と

を
提
示
す
る
。
「ジ
ャ
ガ
ナ
ー
ト
、
そ
れ
は
巨
大
出
力
の
無
拘
束
エ
ン
ジ
ン
。
人
類
の
力
を
結

集
す
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
ま
で
操
縦
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
突
然
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
効
か
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
り
、
自
ら
ば
ら
ば
ら

に
解
体
し
か
ね
な
い
よ
う
な
も
の
。
ジ
ャ
ガ
ナ
ー
ト
は
、
抵
抗
す
る
も
の
を
壊
滅
し
、
定
ま
っ
た
道
す
じ
を
着
実
に
た
ど
つ
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
と
き
も
あ
る
。
ジ
ャ
ガ
ナ
ー
ト
は
、
私
た
ち
が
予
知
で
き
な
い
方
向

へ
、
突
然
方
向
転
換
す
る
と
き
も
あ
る
。
ジ
ャ
ガ
ナ
ー
ト

に
乗
る
こ
と
は
、
全
く
も
っ
て
、
喜
び
の
な
い
、
価
値
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
ジ
ヤ
ガ
ナ
ー
ト
に
乗
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
、
活
気
づ

五
五



け
ら
れ
、
前
途
に
対
す
る
希
望
が
充
電
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
モ
ダ
ニ
テ
イ
の
制
度
が
存
続
す
る
か
ぎ
り
、
私
た
ち
は
、
旅
の
道
す
じ
も
ペ
ー

ス
も
ど
ち
ら
も
、
完
全
に
統
制
す
る
こ
と
は
決
し
て
出
来
な
い
だ
ろ
う
」。
モ
ダ
ニ
テ
イ
に
生
き
る
こ
と
は
、
ジ
ャ
ガ
ナ
ー
ト
に
乗
っ
て
生

き
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
個
人
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
な
い
疾
走
感
と
緊
張
感
を
伴
っ
て
生
き
る
こ
と
に
な
る
。
自
己
形

成
の
課
題
や

「親
密
性
」
の
探
究
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
環
境
下
で
要
請
さ
れ
て
い
る
。

「ジ
ャ
ガ
ナ
ー
ト
に
乗
っ
た
」
人
々
は
、
い
か
に
し
て
自
己
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
を
形
成
し
、
安
定
的
な
も
の
と
し
て
い
る
の
か
。
本
稿

で
は
、
「親
密
性
」
が
、
「自
己
」
と

「関
係
性
」
の
維
持
に
い
か
に
寄
与
し
て
い
る
の
か

（あ
る
い
は
失
敗
し
て
い
る
の
か
）
を
考
察
す

２一
。以

下
の
順
に
議
論
す
る
。
ま
ず
、
ギ
デ
ン
ズ
の
個
人
モ
デ
ル
を
考
察
し
、
「自
己
」
が
再
帰
的
に
形
成
さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
示
す
。
次

に
現
代
社
会
に
特
徴
的
な

「関
係
性
」
を
議
論
す
る
。
以
上
を
う
け
て
、
「親
密
性
」
が

「自
己
」
と

「関
係
性
」
を
支
持
す
る
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
明
す
る
。

二
、
再
帰
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の

「自
己
」

ギ
デ
ン
ズ
は
、
デ
ヴ
イ
ッ
ド
・
ヘ
ル
ド
に
依
拠
し
つ
つ
、
「自
律

（さ
一ｏ●
ｏ
口
じ
」
を
志
向
す
る
個
人
モ
デ
ル
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。

た
だ
し
、
個
人
の
心
理
シ
ス
テ
ム
に
は
、
不
安

（””
ｘ
いの計じ

が
内
在
さ
れ
て
い
る
。
個
人
は
、
「自
律
」
を
志
向
し
つ
つ
も
、
潜
在
的
な

不
安
に
苛
ま
れ
て
い
る
。
不
安
の
源
泉
は
、
主
な
養
育
者

（多
く
の
場
合
母
親
）
か
ら
の
分
離
に
あ
り
、
不
安
は
、
信
頼
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

サ
イ
ド
で
あ
る
喪
失
の
恐
怖

（お
円
Ｒ
ざ
∽し

か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
不
安
は
、
「放
棄
さ
れ
た
、
と
い
う
感
覚
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

る
敵
意
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
信
頼
や
希
望
、
勇
気
と
結
び
つ
く
愛
の
感
情
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
」
と
し
て
機
能
す
る
。
不
安
は
拡
散
し
、

「特
定
の
対
象
を
欠
き
、
自
由
に
漂
う
」。
そ
の
た
め
、
個
人
は
、
不
安
を
対
象
化
で
き
な
い
。



ギ
デ
ン
ズ
の
個
人
モ
デ
ル
は
、
再
帰
的
な
意
識

↑
のい
８
〔】お

”姜
”［のつ
の∽し

を
有
し
て
い
る
。
「
モ
ダ
ニ
テ
イ
の
再
帰
性
は
、
自
己

（〔，
①

器
【い）
の
核
に
ま
で
そ
の
影
響
を
拡
張
し
て
く
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
ポ
ス
ト
伝
統
的
な
秩
序
に
お
い
て
、
自
己
は
、
再
帰
的
な

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

（『のい
輿
一お

「
こ
８
じ

と
な
る
」
。
つ
ま
り
、
「自
己
」
は
、
「個
人
の
行
為
シ
ス
テ
ム
の
継
続
の
結
果
と
し
て
与
え
ら
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
個
人
の
再
帰
的
行
為
の
な
か
で
、
日
常
的
に
創
造
さ
れ
、
継
続
さ
れ
る
こ
と
や
も
の２」
か
ら
獲
得
さ
れ
、
構
築
さ
れ
る
。

ギ
デ
ン
ズ
は
、
個
人
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
の

（
一
つ
の
）
条
件
を
、
個
人
の
人
生
や
生
活
と

「
バ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー

Ｇ
いｏ
∞
【Ｓ

，
じ
」
と
の
関
係
に
見
出
す
。
ギ
デ
ン
ズ
の
個
人
モ
デ
ル
で
は
、
過
去

。
現
在

・
未
来
を
結
び
つ
け
、
自
分
の
人
生
を
価
値
あ

る
も
の
と
し
て
描
く
ス
ト
ー
リ
ー
を
、
各
人
が
自
分
自
身
に
語
り
か
け
て
い
る
。
個
人
は
、
自
分
自
身
に
起
こ
る
出
来
事
を
整
理
し
、　
一

貫
し
た

「
バ
イ
オ
グ
ラ
フ
イ
ー
」
の
進
行
に
振
り
分
け

（８
簿
巨・
”３
、
位
置
づ
け
て
い
く
作
業
を
常
に
繰
り
返
し
な
が
ら
、
「物
語

貧
”【【”〔いく
こ
」
を
構
築
し
、
「自
律
」
を
維
持
し
て
い
る
。　
一
貫
し
た

「物
語
」
を
遂
行
し
、
有
意
義
な

「バ
イ
オ
グ
ラ
フ
イ
ー
」
を
進
行

し
て
い
る
と
き
、
人
生
や
生
活
に
お
け
る
緊
張
や
変
化
を
切
り
抜
け
る
の
に
十
分
な
安
定
感
が
得
ら
れ
、
個
人
は

「自
律
」
す
る
。

不
安
は
、
個
人
が
自
分
自
身
に
つ
い
て
与
え
て
い
る

「バ
イ
オ
グ
ラ
フ
イ
ー
」
の
脆
弱
さ
に
直
接
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。
自
身
の
行
為

（ふ
る
ま
い
）
で
も
、
他
者
の
反
応
で
も
な
く
、
特
定
の
物
語
を
遂
行
し
つ
づ
け
る
能
力
こ
そ
が
、
自
己
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
の
統
合
と
維

持
に
と
っ
て
問
題
と
な
る
。
「バ
イ
オ
グ
ラ
フ
イ
ー
」
を
構
成
す
る
特
定
の

「物
語
」
の
遂
行
が
妨
げ
ら
れ
、
自
分
自
身
に
語
り
か
け
る
意

味
の
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
継
続
性
と
統
合
性
を
失
っ
た
と
き
、
個
人
は
不
安
状
態
と
な
り
、
「自
律
」
を
失
う
。

関
係
性
の
純
粋
化

関
係
性
の
議
論
に
移
ろ
う
。
後
期
近
代
に
特
徴
的
な
関
係
性
と
し
て
、
ギ
デ

ン
ズ
は
、
「純
粋
な
関
係
性

Ｃ
日
の
いの
一”
計一ｏ
認

，
一も
ど

を
看

取
し
て
い
る
。
現
代
社
会
で
は
、
恋
愛
、
婚
姻
、
友
人
関
係
な
ど
の
関
係
性
は
、
す
べ
て

「純
粋
な
関
係
性
」
に
近
づ
い
て
い
く
傾
向
に

五
七
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あ
る
、
と
ギ
デ
ン
ズ
は
主
張
す
る２。
「関
係
性
」
は
、
社
会
的
あ
る
い
は
経
済
的
生
活
の
外
在
的
条
件
に
よ
っ
て
つ
な
ぎ
留
め
ら
れ
る
も
の

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
「関
係
性
」
は
、
「自
由
に
漂
い

（守
８
』
８
［い●
し
」、
「開
か
れ
た
仕
方
で
、
再
帰
的
に
形
成
さ
れ
る
」
特
徴
を
も

つ
。「関

係
性
」
の
継
続
や
断
絶
は
い
か
に
行
な
わ
れ
て
い
る
か
。
「関
係
性
」
は
、
「相
手
と
の
緊
密
な
コ
ン
タ
ク
ト
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
感

情
的
満
足

（のヨ
ｏ
”一ｏ”
Ｌ
邸
静
貯
の針いｏ
じ

の
ゆ
え
に
ス
タ
ー
ト
し
、
ま
た
そ
れ
が
続
く
か
ぎ
り
に
お
い
て
存
続
す
る
」
。
し
た
が
っ
て
、
「関

係
性
」
は
、
「そ
の
関
係
性
が
、
お
互
い
に
与
え
ら
れ
る
も
の
の
た
め
に
の
み
、
探
し
求
め
ら
れ
る
」
も
の
と
な
る
。
「
い
く
ら
か
で
も
長
続

き
す
る
す
べ
て
の
個
人
的
関
係
に
は
、
得
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
け
で
な
く
試
練
や
緊
張
が
つ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
自
体
の
た
め

に
存
在
し
て
い
る

『関
係
性
』
に
お
い
て
は
、
相
手
と
の
あ
い
だ
に
何
か
悪
い
こ
と
が
起
こ
れ
ば
、
『関
係
性
』
そ
の
も
の
が
本
質
的
に
脅

か
さ
れ
る
」。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「関
係
性
」
は
、
「
い
つ
の
時
点
に
お
い
て
も
、
い
ず
れ
か
一
方
に
よ
っ
て
、
あ
ら
か
た
意
志

（ヨ
いじ

に
基

づ
い
て
終
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る３」。
「関
係
性
」
か
ら
感
情
的
満
足
が
得
ら
れ
な
く
な
れ
ば
、
「関
係
性
」
は
解
消
す
る
。
「関
係
性
」
が

「純
粋
」
で
あ
る
と
い
う
の
は
こ
の
点
を
意
味
し
て
い
る
。

ギ
デ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
コ
関
係
性
』
を
十
分
に
長
続
き
さ
せ
る
た
め
に
は
、
コ
ミ
ツ
ト
メ
ン
ト

（８
ヨ
ヨ
〓
ヨ
０二
）
が
必
要
で
あ
る
。
だ

が
、
無
条
件
に
コ
ミ
ツ
ト
す
る
人
は
誰
し
も
、
『関
係
性
』
が
解
消
し
た
場
合
に
、
将
来
大
き
な
苦
痛
を
被
る
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
」
。
「関
係
性
」
に
お
い
て
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
、
「努
力
協
定

（のコ
亭
げ
”【鬱
いじ
」
に
し
か
な
ら
ず
、
コ
ミ
ッ
ト
す
る
人
は
、

「他
の
可
能
な
選
択
肢
を
犠
牲
に
す
る
リ
ス
ク
を
受
け
入
れ
る
準
備
」
を
行
い
、
傷
つ
く
こ
と
を
覚
悟
す
る３。
「関
係
性
」
を
結
ぶ
パ
ー
ト

ナ
ー
は

「関
係
性
」
解
消
の
リ
ス
ク
を
互
い
に
引
き
受
け
、
「関
係
性
」
か
ら
得
ら
れ
る
意
味
や
満
足
を
常
に
確
認
し
な
が
ら

「関
係
性
」

を
吟
味
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
二
人
の
間
の
努
力
と
選
択
の
結
果
と
し
て
、
「関
係
性
」
は
継
続
し
て
い
く
。

「関
係
性
」
の
一
例
と
し
て
、
ギ
デ
ン
ズ
と
と
も
に
、
愛

（【ｏ
お
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
ギ
デ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
愛
の
モ
デ
ル



が
、
ロ
マ
ン
テ
イ
ッ
ク
・
ラ
ブ

（８
口
”口
〔お
【ｏお
）
か
ら
、
コ
ン
フ
ル
エ
ン
ト
・
ラ
ブ

（８
●
”
ｃ
の津
ざ
お
）
へ
と
移
行
し
て
い
る
と
い

う
。
「
コ
ン
フ
ル
エ
ン
ト
・
ラ
ブ
は
、
能
動
的
で
、
不
確
定
な
愛
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
『永
遠
』、
『唯

一
無
二
』
と
い
っ
た
ロ
マ
ン
テ
イ
ツ

ク
・
ラ
ブ
複
合
体

（８
日
”●
一８
【ｏ
お

８
日
も
【輿
）
の
特
質
と
衝
突
す
る
。
今
日
の

『別
居

・
離
婚
社
会

（お
も
”【”
一】●
∞
”い
」
Ｑ
【く
〇
【の一口
”

∽８
】の［じ
』
は
、
コ
ン
フ
ル
エ
ン
ト
・
ラ
ブ
の
原
因
と
い
う
よ
り
も
結
果
と
し
て
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
コ
ン
フ
ル
エ
ン
ト
・
ラ
ブ
が

現
実
的
な
も
の
に
な
る
ほ
ど
、
『特
別
な
人

（‘
８
いＬ
Ｒ
い∽ｏ
じ
』
を
探
す
こ
と
で
は
な
く
、
『特
別
な
関
係
性

（８
８
【ユ
お
【”〔一ｏ
調
〓
じ
』

を
築
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
く
る３」ヽ

と
。

ロ
マ
ン
テ
イ
ツ
ク
・
ラ
ブ
で
は
、
特
別
な
人
と
、
永
遠
の
愛
を
育
む
こ
と
が
志
向
さ
れ
る
。
個
人
は
、
恋
愛
を
通
じ
て
、
特
別
な
人
を

探
し
、
死
が
二
人
を
分
か
つ
ま
で
の
愛
を
育
む
こ
と
を
誓
い
合
う
。
他
方
、
コ
ン
フ
ル
エ
ン
ト
・
ラ
ブ
で
は
、
特
別
な
人
を
探
す
こ
と
で

は
な
く
、
特
別
な
関
係
性
を
共
に
築
く
こ
と
が
で
き
る

「誰
か

（８
ヨ
８
コ
↓
」
を
探
す
こ
と
に
な
る
。
コ
ン
フ
ル
エ
ン
ト
・
ラ
ブ
で
は
、

愛
情
、
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
イ
、
セ
ッ
ク
ス
等
の
性
質
は
、
「関
係
性
」
の
中
心
で
は
な
く
、　
一
要
素
と
な
り
、
追
求
さ
れ
る
も
の
の
ひ
と
つ
と

な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
コ
ン
フ
ル
エ
ン
ト
・
ラ
ブ
は
、
必
ず
し
も
、　
一
大

一
妻
婚
的
な
関
係
に
限
定
さ
れ
ず
、
異
性
愛
や
同
性
愛
の
モ
デ
ル

と
も
な
り
う
る
。

ロ
マ
ン
テ
イ
ツ
ク
・
ラ
ブ
に
は
、
「性
の
二
重
規
範
や
性
別
役
割
分
業
の
規
範
が
内
面
化
」
さ
れ
て
お
り
、
ロ
マ
ン
テ
イ
ツ
ク
・
ラ
ブ
複

合
体
が
形
成
さ
れ
や
す
い
。
ロ
マ
ビ
ア
イ
ッ
ク
ニ
フ
ブ
複
合
体
は
、
女
性
に
た
い
し
て
抑
圧
的
に
機
能
す
る
。
他
方
、
コ
ン
フ
ル
エ
ン
ト
・

ラ
ブ
で
は
、
お
互
い
が
、
自
ら
の
感
じ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
合
い
、
満
足
の
い
く
関
係
性
を
築
き
上
げ
る
よ
う
、
日
々
、
努
力
す
る
こ
と

に
な
る
。
コ
ン
フ
ル
エ
ン
ト
・
ラ
ブ
の

「関
係
性
」
は

「純
粋
な
関
係
性
」
で
あ
り
、
自
由
で
平
等
な
も
の
と
な
り
う
る
。
た
だ
し
、
こ

の

「関
係
性
」
に
は
、
双
方
が
、
よ
り
よ
い
関
係
の
あ
り
方
を
相
談

（と
き
に
葛
藤
）
し
な
が
ら
、
努
力
し
て
、
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
負
担
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
ギ
デ
ン
ズ
は
、
ロ
マ
ン
テ
イ
ツ
ク
・
ラ
ブ
か
ら
コ
ン
フ
ル
エ
ン
ト
・
ラ
ブ
ヘ
の
移
行
を
歓
迎
す
る
。

五
九
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コ
ン
フ
ル
エ
ン
ト
・
ラ
ブ
の
愛
の
モ
デ
ル
が
、
双
方
の
合
意
に
基
づ
く
自
由
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
よ
り
よ
い
関
係
の
探
究
や
、
解
決
さ

れ
そ
う
に
な
い
不
平
等
を
伴
っ
た
関
係
か
ら
の
離
脱
を
促
し
て
い
く
こ
と
を
、
ギ
デ
ン
ズ
は
評
価
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

四
、
「関
係
性
」
の
失
敗
と
回
復

「関
係
性
」
の
失
敗
と
回
復
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
「関
係
性
」
は
、
嗜
癖

（”
Ｑ
Ｑ
い０̈
【〇じ

に
な
る
と
失
敗
す
る
。
「関
係

性
」
の
失
敗
は
、
「バ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
の
統
合
性
を
脅
か
し
、
個
人
は

「自
律
」
を
失
う
。
「あ
る
確
立
さ
れ
た
関
係
性
の
解
消
に
対
す

る
反
応
の
激
し
さ
は
、
し
ば
し
ば
、
戦
争
神
経
症
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
苦
痛
と
ほ
と
ん
ど
同
程
度
に
激
し
く
、
ま
た
、
回
復
に
も

同
様
の
長
い
時
間
を
要
す
る４」。
損
な
わ
れ
た

「物
語
」
を
書
き
換
え
、
「バ
イ
オ
グ
ラ
フ
イ
ー
」
の
統
合
性
を
回
復
す
る
こ
と
は
容
易
で

は
な
い
。

「物
語
」
の
書
き
換
え
に
失
敗
す
る
と
、
す
で
に
破
綻
し
て
い
る

「物
語
」
を
再
履
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
悪
循
環
に
陥
る
。
破
綻
し
た

「物
語
」
か
ら
生
じ
る
不
安
を
鎮
め
よ
う
と
し
て
、
何
ら
か
の
習
慣
や
行
動
に
執
着
す
る
と
、
衝
動
強
迫
性

（８
８
０
Ｌ
一∽イ
のつ
の∽じ

が
増

す
。
衝
動
強
迫
性
は
、
自
分
の
意
志
で
止
め
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
く
、
常
態
化
す
る
と
嗜
癖
と
な
る４０
嗜
癖
状
態
で
は
、
「私
は
駄
目
な

人
間
で
あ
る
」、
「私
は
失
敗
者
で
あ
る
」、
「自
分
に
は
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
は
ず
も
な
い
」、
「
つ
ま
く
い
か
な
い
の
は
わ
か
っ
て
い
る
」、

と
、
個
人
は
、
自
己
の

「物
語
」
を
否
定
的
な
も
の
に
書
き
換
え
続
け
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
こ
の
悪
循
環
は
、　
一
度
陥
っ
た
ら
回
復
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
嗜
癖
か
ら
回
復
し
、
再
び

「自
律
」
を
取
り
戻

し
、
「関
係
性
」
の
構
築
へ
と
む
か
う
回
路
が
あ
る４。
回
復
過
程
で
は
、
否
定
的
な

「物
語
」
を
肯
定
的
な
も
の
へ
と
書
き
変
え
る
訓
練
が

行
な
わ
れ
る
。
個
人
は
、
不
安
の
源
泉
と
向
き
合
い
、
過
去
の
苦
し
い
体
験
を
反
省
的
に
回
想
す
る
。
こ
の
作
業
は
心
理
療
法
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
ボ
ト
ミ
ン
グ

・
ア
ウ
ト

（げ
ｏ
一８
日
いい
”
ｏ
“
し

か
ら
自
己
内
対
話

（器
一言
”【じ

へ
の
段
階
と
よ
ば
れ
る
。
自
己
内
対
話
を
契



機
と
し
て
、
個
人
は
、
自
分
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
理
解
が
可
能
と
な
り
、
自
身
の

「物
語
」
を
、
「私
は
愛
す
べ
き
人
間
で
あ
る
」、
「私

は
魅
力
的
で
あ
る
」
と
い
っ
た
肯
定
的
な
も
の
に
書
き
換
え
て
い
け
る
よ
う
に
な
る４。
「自
己
内
対
話
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
書
き
直
し
、
つ

ま
り
、
す
で
に
確
立
し
て
い
る
ル
ー
テ
イ
ー
ン
が
、
新
た
な
仕
方
で
考
え
ら
れ
る
べ
き
な
の
か
、
も
し
可
能
な
ら
ば
、
放
棄
さ
れ
る
べ
き

な
の
か
を
検
討
す
る
手
段
と
な
る
」。
自
己
内
対
話
は
、
「再
帰
的
注
意

（お
い
のｘ
いお

臓
〔のＲ
一ｏ
じ
」
を
発
達
さ
せ
る
基
盤
と
な
り
、
個
人

は
、
選
択
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
獲
得
し
て
い
く
。
「再
帰
的
注
意
」
を
発
達
さ
せ
た
個
人
は
、
「物
語
」
を
書
き
換
え
、
「バ
イ
オ

グ
ラ
フ
ィ
ー
」
の
遂
行
を
再
び
安
定
的
な
も
の
と
し
、
「自
律
」
と

「関
係
性
」
の
再
構
築
へ
と
む
か
っ
て
い
く
。

五
、
「親
密
性
」
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

「関
係
性
」
は

「親
密
性
」
に
集
中
す
る
。
「親
密
性
」
は

「双
方
が
到
達
す
る
か
も
し
れ
な
い
，
長
期
安
定
の
第

一
条
件
で
あ
る
」。
「関

係
性
」
に
お
い
て

「親
密
性
」
は
、
「相
互
間
の
平
等
と
い
う
面
に
お
い
て
、
他
者
と
の
、
お
よ
び
自
己
と
の
、
感
情
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
問
題
」
と
な
り
、
自
律
し
た
個
人
間
の

「取
引
交
渉

（”【”房
お
け一ｏ
・
ユ
Ｄ
£
ｏ
［【”付一ｏ
じ
」
と
し
て
焦
点
化
さ
れ
る
。

親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（そ
れ
は
、
自
由
で
平
等
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
）
は
、
「関
係
性
」
を
作
り
出
す
。
「自
律
」

し
た
個
人
間
で
な
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
双
方
が
、
相
手
に
敬
意
を
払
い
、
素
直
に
心
を
開
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
「
親

密
性
』
は
、
個
人
が
、
広
く
公
に
は
し
た
く
な
い
と
秘
め
て
い
る
感
情
や
行
為
の
暴
露
を
求
め
る
」。
自
分
の
本
心
を
開
示
す
る
こ
と
は
、

自
分
が
ど
う
い
う
人
間
で
、
相
手
は
ど
う
い
う
人
間
か
を
理
解
し
合
う
端
緒
を
開
い
て
い
く
。
親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
程

度
蓄
積
さ
れ
、
「関
係
性
」
か
ら
の
感
情
的
満
足
が
得
ら
れ
る
と
双
方
が
期
待
し
、
「賭
け
て
も
い
い

（鴇
ヨ
σ
一↓
」
と
思
え
た
時
、
「関
係

性
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
「関
係
性
」
が
成
立
す
る
と
き
に
は
、
「関
係
性
」
を
失
う
リ
ス
ク
、
喪
失
の
痛
み
に
耐
え
る
覚
悟
を
、
双
方
が
受

け
入
れ
て
い
る
。
「関
係
性
」
は
、
親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

「取
引
交
渉
」
の
結
果
と
し
て
、
選
択
的
に
築
か
れ
る
。

一ハ
一



「関
係
性
」
に
お
い
て
交
わ
さ
れ
る
親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
蓄
積
は
、
〓
ハ有
さ
れ
た
歴
史

（争
”［ａ

Ｆ
ｒ
ｏ
【いの∽Ｘ

を
構
築
す

る
。
「共
有
さ
れ
た
歴
史
」
は
、
「当
事
者
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
・
カ
レ
ン
ダ
ー

（一】庁
」
”・
８
【の”
住
”【じ

を
ど
の
程
度
ま
で
統
合
し
て
い
る

か
の
観
点
か
ら
創
造
さ
れ
、
ま
た
維
持
さ
れ
る
」
。
〓
ハ有
さ
れ
た
歴
史
」
は
、
遂
行
中
の

「物
語
」
を
強
国
な
も
の
に
し
、
自
己
に
つ
い

て
の

「バ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
の
進
行
を
安
定
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
コ
ハ有
さ
れ
た
歴
史
」
は
、
コ
（

通
の
社
会
的
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
徳

（く
〓
ｃ
ｅ

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
経
験
を
共
有
し
た
個
人
間
よ
り
も
、
潜
在
的
に
、
よ
り
堅
く
結
び
つ
く
」

基
盤
を
、
一自
己
」
と

「関
係
性
」
の
双
方
に
与
え
る５。

六
、
結
語

モ
ダ
ニ
テ
イ
原
理
が
徹
底
化
さ
れ
た
社
会
環
境
下
に
生
き
て
い
る
私
た
ち
は
、
い
か
に
し
て
自
己
を
形
成
し
、
「自
律
」
を
維
持
し
て
い

る
か
。
本
稿
で
は
、
「親
密
性
」
は
、
「自
己
」
と

「関
係
性
」
の
維
持
や
強
化
に
、
い
か
に
寄
与
し
て
い
る
の
か

（あ
る
い
は
失
敗
し
て
い

る
の
か
）
と
問
い
を
立
て
、
ギ
デ
ン
ズ
の
社
会
理
論
を
再
構
成
す
る
こ
と
で
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
「親
密
性
」
が

「自
己
」
と

「関
係
性
」
を
支
持
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
た
。

ギ
デ
ン
ズ
に
と
っ
て

「親
密
性
」
と
は
、
愛
を
メ
デ
ィ
ア
と
し
た
結
合
で
は
な
く
、
「関
係
性
」
を
創
り
だ
す
親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
「親
密
性
」
を
可
能
に
す
る
条
件
は
、
個
人
の

「自
律
」
で
あ
る
。
「自
律
」
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
間
で
の

「関
係
性
」
を
め

ぐ
る

「取
引
交
渉
」
の
結
果
、
「関
係
性
」
は
、
選
択
的
か
つ
再
帰
的
に
構
築
さ
れ
る
。
親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
し
て
い
る

「関
係
性
」
で
は
、
ど
ち
ら
か
が

「自
律
」
の
維
持
に
失
敗
し
て
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
そ
の
失
敗
や
嗜
癖
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
。
人
々
は

「関
係
性
」
の
な
か
で
、
親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て

「自
律
」
の
失
敗
を
、
相
互
チ
エ
ッ
ク
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

し
ば
し
ば
個
人
的
な
問
題
と
さ
れ
が
ち
な
こ
と
を
、
個
人
を
超
え
た

「関
係
性
」
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
視
野
が
拓
か
れ
る
。



「親
密
性
」
の
失
敗
や
破
綻
、
「親
密
性
」
を
可
能
と
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
理
論
的
考
察
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
理

論
的
課
題
を
乗
り
越
え
る
試
み
の
な
か
で
、
現
代
社
会
に
お
け
る
新
た
な
社
会
的
紐
帯
と
し
て
の

「親
密
性
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、

よ
り
現
実
味
を
増
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

［注
］

‐
以
降
の
論
述
の
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
著
作
の
引
用
。
参
照
箇
所
を
示
す
際
に
は
、
ヾ
ヽ

，
ｓ∽ヽ
ミ
さ
ぃ０
ミ
に、
Ｒ
ｓＳ
やヽ
噂
＆
ヾ

一
九
九
〇
年
は

ｏ^
〓
Ｆ

い
ヽ
ｓＳ
ミ
ミ

§
ミ

∽
ミ
‐，壺
ミ
ミ
ー

貯
ヽ
ヽ
ミ

い
ｏヽ
ゃ
や
、
き
ヽ
ぃ
ヽ
ヽ
い
ま
ざ
ミ

か
さ

∽
計８
♂
ａ

ｃ
Ｌ
お
ａ
ｑ
聟
ｏ多

一
九
九

一
年
は

ミ〓
∽
Ｈご
゛
ヽ
ヾ
ヽ
気
ミ
Ｓ
ｓ
ミ

ミ
゛

ミヽ
ヽ
ｅ

¨
い
ミ
ミ
、
き

ぃ
Ｓ
ヽ
ヽ
ミ
ヽ
『
ｏヽ
ヽ
お
ミ

ヽ
ミ
ｏ
さ
ミ

も
ｏ
い
ヽ
き
´
蓼
汗
Ч
聟
ｏ
メ

一
九
九

二
年
は

↓
日、
と

い
う
略
記
号
を
用

い
る
。

２
友
枝
敏
雄
、
「
モ
ダ
ニ
テ
イ
の
社
会
学
理
論
―
―
ギ
デ
ン
ズ
を
中
心
に
」
、
友
枝
敏
雄

。
厚
東
洋
輔
編
、
『社
会
学
の
ア
リ
ー
ナ
ヘ
ー
ー
二
一
世
紀
を
読
み

解
く
』
、
二
〇
〇
七
年
、
東
信
堂
、
九
―

一
〇
頁
。
友
枝
は
別
の
論
考
で
、
ギ
デ
ン
ズ
の
親
密
性
論
に
つ
い
て
以
下
の
指
摘
を
行
な
っ
て
い
る
。
「
純
粋

な
関
係
性
』
が
な
ぜ
紐
帯
と
し
て
弱
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ギ
デ
ン
ズ
は
述
べ
て
い
な
い
。
『
い
か
な
る
相
互
行
為
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
紐
帯
と

し
て
強
い
の
か
、
そ
れ
と
も
弱
い
の
か
』
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
理
論
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
（友
枝
敏
雄
、
「第
二
の
近
代
と
社
会
理
論
」
、

宮
島
喬
、
船
橋
晴
俊
、
友
枝
敏
雄
、
遠
藤
薫
編
、
『グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
社
会
学
―
―
モ
ダ
ニ
テ
イ
。
グ
ロ
ー
バ
リ
テ
イ
。
社
会
的
公
正
』
、
ミ

ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、
二
〇

一
三
年
、　
一
八

一
―

一
八
二
頁
）
。
本
稿
は
、
こ
の
理
論
的
批
判
に
応
え
る
試
み
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

３
こ
の
ほ
か
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
理
由
と
し
て
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
社
会
理
論
の
領
域
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
イ
論
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論

が
数
少
な
い
特
定
の
視
点
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
た
め
、
従
来
の
視
点
と
距
離
を
と
る
ギ
デ
ン
ズ
の
親
密
性
論
と
接
続
し
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る

（時

安
邦
治
、
「ギ
デ
ン
ズ
の
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
イ
論
―
―
社
会
理
論
の
再
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
と
い
う
視
点
か
ら
」
、
『年
報
人
間
科
学
』
第
二
〇
号

一
巻
、　
一
九
九
九

年
、
七
九
―
九
五
頁
）
。

４
ヽ
・
【̈
。
●
口
”
げ
ｏ
【日
”
´

∽
いヽ
ミ
や
ミヽ
ざ
ヽ
ヽ
ヽ
、
ヽ
、
、
ヽ
ヽ
も
ヽ
ｓ
ヽ
いゃ
ヽ
、
お
ヽ
ヽヽ

Ｏ
Ｓ
ヽ
あ
ミ
ヽ
゛
ミ
ぶ
Ｒ
ｓ
ヽ
ミ
ヽ
ｓヽ
ヽ
ヽ
本
や
いヽ
い
ｏ
ミ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
い
ヽ
磁
ヽ
ミ
や
ヽ
ヽ
ヽ
Ｑ
ヽ
い
ヽ
が
ヽ
゛
゛
゛

∽
ｃ

，
【
″
２
３
や

コ
３
庁
ど
二
”Ｂ
〓
”Ｆ

一
九
九
〇
年

（
＝
細
谷
貞
雄
、
山
田
正
行
訳
、
『公
共
性
の
構
造
転
換
―
―
市
民
社
会
の
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
の
探
究

［第

二
版
ど
、
未
末
社
、　
一
九
九
四
年
、
六
六
―
六
九
頁
）
。

エハ
〓
一
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時
安
邦
治
、
天
研
究
動
向
〉
問
い
直
さ
れ
る
公
共
圏
／
親
密
圏
」
、
『社
会
思
想
史
研
究
』、
第
二
八
号
、
二
〇
〇
四
年
、
七
八
頁
。

斉
藤
純

一
は
、
親
密
圏
の
概
念
を
用
い
る
意
味
を
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
〓
親
密
圏

（いｏ
Ｌ
ヨ
”お
慇
汗
【３
』
と
い
う
あ
ま
り

一
般
性
の
な
い
言

葉
を
使
う
の
は
、
後
に
触
れ
る
よ
う
に
公
的
領
域
と
私
的
領
域
と
い
う
従
来
の
区
別
の
設
定
が
意
味
を
失

っ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
は
、

日
常
生
活
の
な
か
に
潜
在
的
に
存
在
す
る
人
称
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
あ
る
い
は
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
光
を
当
て
る
上
で

一
定
の
利
点
も
も
っ

て
い
る
。
孤
立
し
た
群
集
と
そ
れ
が
生
み
出
す
社
会
的
病
理
に
照
準
す
る
大
衆
社
会
批
判
が
軽
視
し
て
い
た
の
は
、
こ
の

『親
密
圏
』
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
も
つ
批
判
の
ポ
テ
ン
シ
ヤ
ル
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
（斉
藤
純

一
、
「批
判
的
公
共
性
の
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
―
―
親
密
圏
の
ポ
テ
ン
シ
ヤ

ル
」
、
『
モ
ダ
ー
ン
と
ポ
ス
ト

・
モ
ダ
ー
ン
』、
本
鐸
社
、　
一
九
九
二
年
、
二
〇
三
頁
）。

斉
藤
純

一
、
『公
共
性
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
九
二
頁
。

斉
藤
純

一
、
「ま
え
が
き
」
、
『親
密
圏
の
ポ
リ
テ
イ
ク
ス
』
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
ｖ
頁
。

京
都
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
０
０
国
プ
ロ
グ
ラ
ム

「親
密
圏
と
公
共
圏
の
再
編
成
を
め
ざ
す
ア
ジ
ア
拠
点
」
公
一〇
〇
八
―
二
〇

一
三
年
）
の
成
果
が
、
シ
リ
ー

ズ

『変
容
す
る
親
密
圏
と
公
共
圏
』
（京
都
大
学
学
術
出
版
会
）
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
お
り
、
公
共
圏
と
親
密
圏
の
架
橋
に
む
け
た
経
験
的
研
究
が
充
実

し
て
き
て
い
る
。

斉
藤
純

一
は
、　
ハ
ー
バ
マ
ス
に
言
及
し
た
後
、
「親
密
圏
を
小
家
族
に
お
け
る
愛
の
空
間
と
し
て
と
ら
え
る
見
方
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
学
者
ア
ン
ソ

ニ
ー

・
ギ
デ
ン
ズ
に
も
共
通
し
て
い
る
」
（斉
藤
、
前
掲
書
、
二
〇
〇
〇
年
、
八
九
頁
）
と
し
て
、
ギ
デ

ン
ズ
を

ハ
ー
バ
マ
ス
に
準
拠
さ
せ
る
。
し
か
し
、

本
稿
で
は
異
な
る
ギ
デ

ン
ズ
解
釈
を
提
示
す
る
。

モ
ダ

ニ
テ
イ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
く
傾
向
を
内
在
的
に
有
し
て
い
る
、
と
ギ
デ

ン
ズ
は
い
う

（
ｏ
〓

六ヽ
三
頁
）
。
ｏ
〓
二

一
四
―

一
一
九
頁
と
合

わ
せ
て
参
照
。
こ
の
二
箇
所
を
論
拠
に
記
述
し
て
い
る
。

〓
ｒ

一
―
三
頁
。

〓
∽
〓
壬

一頁
。
「
モ
ダ

ニ
テ
イ
の
高
度
化
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
時
間
―
空
間
の
分
離

ン
ベ
ル
は
、
あ
ま
り
に
も
広
範
に
わ
た
る
。
そ
の
た
め
、
人
類

史
上
は
じ
め
て
、
「自
己
』
と

『社
会
』
が
グ

ロ
ー
バ
ル
な
環
境

（
日
”汗
じ

に
お
い
て
相
互
連
関
す
る
に
至

っ
た
」
（〓
∽
壇
壬

一頁
）
、
と
ギ
デ

ン
ズ
は

い
う
。

目
終
章
の
タ
イ
ト
ル
は
、
「デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
し
て
の
親
密
性
」
（Ｆ
Ｌ
ヨ
お
Ч
お
∪
ｏ日
８
【器
じ

で
あ
る
。

〓
∽
三
二
頁
。



‐６
０
〓
」

〓
一七
―

一
三
八
頁
。

‐７
０
〓
二

〓
一九
頁
。
「ジ
ャ
ガ
ナ
ー
ト
」
の
由
来
に
つ
い
て
ギ
デ

ン
ズ
は
注
を
付
し
て
い
る
。
以
下
そ
の
部
分
を
訳
出
し
て
確
認
す
る
。
「
」
の
術
語

（ジ
ャ

ガ
ナ
ー
ト
）
は
、
ヒ
ン
ド
ウ
ー
教
に
お
い
て
、
『世
界
の
支
配
者
』
を
意
味
す
る

ご
詳
８
３

，
”
こ
に
由
来
す
る
。
そ
れ
は
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
敬
称
で
あ
る
。

ジ

ャ
ガ
ナ
ー
ト
の
神
像
は
、
毎
年
、
大
き
な
山
車
に
乗
せ
ら
れ
、
街
中
を
引
き
回
さ
れ
る
。
信
者
た
ち
は
、
み
ず
か
ら
す
す
ん
で
山
車
に
身
を
投
じ
、

車
輪
の
下
敷
き
に
な

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
」
（
０
〓
Ｌ

〓
一九
頁
、
引
用
括
弧
内
は
筆
者
が
加
筆
）
。

サ
ン
ス
ク
リ
ツ
ト
語
辞
典
に
よ
れ
ば
、
ヽヽ旨
器
ヨ
“
９
ヽ

は
、
世
界
や
宇
宙
を
意
味
す
る

ご
品
”
Ｓ
こ
と
、
指
導
者
や
支
配
者
を
意
味
す
る

ご
“
〔Ｆ
む
か

ら
な
る
語

で
あ
る

（
〓
Ｏ
Ｚ
Ｈ口
”
豊
Ｈｒ
匡
と
お
し
ヽ
、
で
ヽ
各
ミ
由
べ

おヽ
い
ヽ
ミ
ざ
ミ
ぐ
¨
嘲
ミ
ミ
ｏ、０い
、いヽ
さ

ミ
ヽ
ヽ
ゃ
さ
せ
ヽ
いヽ
こ

ヽ
ミ
ヽ
Ｒ
ミ
ミ
、
も
含
き
ヽ

飛
ヽ

ベ
ミ

ヽ
む

Ｑ
ミ

ミ

ヽ

き
き

‐ミ

ミ
天

ヽ
さ
゛
ミ
ヾ
ヽ
Ｒ
´

ｏ
ｘ
♂
ａ
¨
弓
す
ｏ
Ｑ

”
」
ｏ
●
Ｏ
ｏ
●
コ

ｏ
メ

一
八

八

九

年

、
〓
けや
ミ
‘́
ヨ

ヨ
К
ヨ

犀
亨
】Ｏ
ｘ
】８

●
・５

】キ
吊

】●
・浄

ヽ

∽８
●
∽ヽ
〓
ョ
Ｐ
”ミ
８
〓
≫
「３

一ヽ●
８
ｘ
・も
〓
や
二
〇

一
七
年
二
月
三

一
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）。

‐８
「自
律
」
と
は
、
「自
己
再
帰
的
で
、
自
己
決
定
的
で
あ
る
個
々
人
の
能
力
」
（目
Ｌ

八
五
頁
）
で
あ
る
。

‐９
〓
∽
Ｅ

一
一
〇
―
二
一
四
頁
。
目
二

八
四
―

一
八
八
頁
。
ギ
デ
ン
ズ
は
、
∪
ミ
こ
国
のＦ

ヽ
ｏさ
お
ミ
υ
ミヽ
Ｒ
ミ
や

り
３
■

一
九
八
七
年
に
依
拠
し
て
、
個

人
の
基
本
的
行
動
モ
デ
ル
に

「自
律
」
を
位
置
づ
け
る
。
な
お
、
日
の
終
章
に
つ
い
て
、
「私

（ギ
デ
ン
ズ
）
は
、
こ
の
章
の
最
初
の
節
を
、　
ヘ
ル
ド
の

議
論
に
密
接
に
依
拠
し
な
が
ら
進
め
る
」
（目
Ｌ
一〇
三
頁
、
括
弧
内
筆
者
加
筆
）
と
し
て
、
「親
密
性
」
は
、
個
人
の

「自
律
」
を
前
提
に
構
成
さ
れ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

２０
〓
口

四ヽ
六
頁
。

２‐
〓
璧

四ヽ
六
頁
。

２２
〓
∽
Ｆ
四
四
頁
。

２３
〓
∽
〓
壬

一頁
。
再
帰
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の

「自
己
」
の
課
題
を
、
ギ
デ
ン
ズ
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「個
々
人
の
人
生
の
変
遷
は
、
超
自
然

的
な
再
組
織
化
、　
つ
ま
り
、
伝
統
文
化
に
お
い
て
通
過
儀
礼
の
か
た
ち
で
し
ば
し
ば
儀
式
化
さ
れ
る
も
の
を
、
常
に
要
求
す
る
。
た
だ
し
、
集
合
的
な

ン
ベ
ル
に
お
い
て
、
世
代
か
ら
世
代

へ
と
移

っ
て
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
も
の
ご
と
は
同
じ
で
あ
り
続
け
る
よ
う
な
伝
統
社
会
に
お
い
て
は
、
（個
人

が
青
年
期
か
ら
成
年
期

へ
と
移

っ
た
と
き
の
よ
う
な
）
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
の
変
化
は
、
は
っ
き
り
と
固
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
対
照
的
に
、
モ

ダ

ニ
テ
イ
の
環
境
下
で
は
、
変
容
す
る
自
己
は
、
自
己
の
変
化
と
社
会
の
変
化
と
を
結
び
つ
け
る
再
帰
的
な
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
と
し
て
、
探
究
さ
れ
、

構
築
さ
れ
る
」
（〓
∽
二
壬

一―
三
二
頁
）
。

六
五



一ハ
エハ

２４
〓
∽
鰤
五
二
頁
。
ギ
デ
ン
ズ
は
、
再
帰
性
を
、
モ
ダ
ニ
テ
ィ
固
有
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
引
き
起
こ
す
主
要
因
で
あ
る
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
「近
代
社
会
生
活
の
再
帰
性
は
、
社
会
的
実
践
が
、
ま
さ
に
、
そ
の
社
会
的
実
践
に
よ
っ
て
生
じ
る
情
報
に
照
ら
し
て
、
常
に
吟
味
さ
れ
、
改
善
さ

れ
る
と
い
う
事
実
の
う
ち
に
在
る
。
ゆ
え
に
、
社
会
的
実
践
は
、
そ
の
特
性
を
常
に
変
化
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
」
（〓
曽
Ｌ
一八
頁
）。

ぁ
て
∽
デ
五
三
―
五
四
頁
。

２６
〓
∽
Ｆ
八
八
頁
。
以
降
、
特
に
記
載
が
無
い
場
合
は
、
「関
係
性
」
は

「純
粋
な
関
係
性
」
と
同
義
に
も
ち
い
る
。
ま
た
、
「関
係
性
」
に
関
す
る
議
論
は

二
者
関
係
を
念
頭
に
す
す
め
る
。

２７
〓
∽
Ｆ
八
七
頁
。

２８
〓
∽
ｒ
八
九
―
九

一
頁
。

２９
〓
∽
Ｆ
八
九
頁
。

∞
〓
∽
Ｆ
九
〇
頁
。

３‐
〓
∽
Ｆ
九
〇
頁
。

３２
目
ヽ
一
三
七
頁
。

３３
目
ヽ
一
三
七
頁
。
「
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
、
純
粋
な
関
係
性
に
お
い
て
中
心
的
な
働
き
を
す
る
。
・
・
・
中
略

・
・
・
純
粋
な
関
係
性
の
内
部
に
お
い
て
、

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
、
前
近
代
に
お
い
て
緊
密
な
個
人
的

つ
な
が
り
が
果
し
て
い
た
外
的
繋
留
と
、
本
質
的
に
置
き
換
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
」
（日
ヽ

九
二
頁
）。

３４
〓
∽
Ｆ
九
二
頁
。

３５
日

六ヽ

一
―
六
二
頁
。

３６
↓
Ｈヽ
六
二
百
ス。

３７
日
量
全
一―
六
三
頁
。

３８
目
二

四
六
頁
。

３９
↓
Ｆ
Ｏ

，
８
針ｏ３
Ｆ
２
ｐ
∽
ｏｘ
”●
Ｏ
Ｏ

，
Ｒ
＞
ヽ
０
いｏ〔いｏ
３
お
よ
び
ｏ

，
Ｓ
計ｏ８
↓
汀

∽
Ｒ
いｏ
一Ｒ
”８
３
浄
”●
”●
”
Ｒ
Ｏ
ｏ
０
８
ｏ●
８
●
Ｒ
を
参
照
。

“
↓
ＨＬ

Ｏ
二
―

一
〇
三
頁
。

４‐
Ｆ

七

一
頁
。



４２
弓
Ｈ二

〇

一
頁
。

４３
目
ｂ
・
〓
（ｏ
８
に
具
体
的
な
プ

ロ
セ
ス
と
事
例
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

“
Ｆ

九

一
頁
。

４５
目
」

〇

一
頁
。

４６
Ｆ

九

一
頁
。

４７
ギ
デ

ン
ズ
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「選
択
は
、
自
己
の
本
質
を
直
接
的
に
表
し
て
い
る
。
そ
れ
は
明
ら
か
だ
。
あ
る
人
が
欲
す
る
も
の
は
、
そ

の
人
が
何
者
で
あ
る
か
を
明
確
に
す
る
」
（目

九ヽ
二
頁
）
。

４８
く
∽
Ｆ
九
四
頁
。

４９
日
ヽ
一
三
〇
頁
。

”
目

三ヽ
頁
。

５‐
目
ヽ
一
〓
天

頁
。

５２
押ヽ

一
三
八
頁
。

５３

ギ
デ

ン
ズ
の
以
下
の
議
論
か
ら
も
論
拠
を
補
強
で
き
る
。
「
関
係
性
』
に
お
い
て
、
個
人
は
、
単
に
他
者
を
承
認
す
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
他
者
の

反
応
の
な
か
に
、
自
己
ア
イ
デ

ン
テ
イ
テ
イ
が
肯
定
さ
れ
る
の
を
見

い
出
す
わ
け
で
も
な

い
。
む
し
ろ
、
自
己
ア
イ
デ

ン
テ
イ
テ
イ
の
形
成
は
、
自
己

の
探
究
と
他
者
と
の
親
密
性
の
発
展
と
を
結
合
す
る
プ

ロ
セ
ス
を
通
じ
て
や

っ
て
の
け
ら
れ
る
」
（〓
∽
Ｆ
九
七
頁
）
。

”
〓
∽
Ｆ
九
七
頁
。

［付
記
］

本
小
論
は
、
第
三
九
回
静
岡
哲
学
会

（
二
〇

一
六
年

一
一
月
二
日
、
静
岡
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）
に
お
け
る
同
タ
イ
ト
ル
の
報
告
ン
ジ
ュ

メ
を
基
に
、
当
日
の
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ヨ
ン
を
反
映
し
、
加
筆

・
修
正
し
た
も
の
で
す
。
研
究
発
表
お
よ
び
論
文
執
筆
の
機
会
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
静
岡

哲
学
会
の
皆
さ
ま
、
竹
之
内
裕
文
先
生

（静
岡
大
学
農
学
部
）、
堂
回
俊
彦
先
生

（静
岡
大
学
人
文
社
会
科
学
部
）
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

六
七



六
八

（ふ
じ
も
と
　
と
き
ひ
こ
　
静
岡
大
学
農
学
部
准
教
授
）


